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37,300台/日

区 間 ：自）神奈川県横浜市都筑区牛久保町

至）神奈川県横浜市青葉区藤が丘一丁目

計画延長・幅員 ： 4.5km・30.0～41.9ｍ

車線数 ： 4車線

計画交通量 ： 37,300～62,200台/日

事業化 ： 昭和50年度

事業費 ： 約550億円

（３）事業の目的と計画の概要

・慢性的な交通渋滞の緩和
・東名高速へのアクセス性の向上
・沿道環境の改善

歩道整備 立体部

平面図

凡例：計画交通量

単位：ｍ

62,200台/日

標準横断図

位置図

都筑青葉地区環境整備

市ヶ尾立体：平成9年度供用済み
新石川立体：平成17年度供用済み

１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

目的

計画概要

至

渋
谷

至

厚
木

1

当該区間は、東急田園都市線、東名高速と並行しており、横浜市街地を通過。

凡 例

開通区間

整備中区間

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

市道

市区町村界

鉄道

立体交差

横浜青葉IC

川崎市
宮前区

横浜市
都筑区

横浜市
青葉区

L=1.1km L=0.4km L=0.9km L=1.1km L=1.0km 

都筑青葉地区環境整備 延長4.5km

再評価対象区間

歩道整備
右折レーン整備

歩道整備
右折レーン整備

立体部
(供用)

立体部
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(供用)
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・当該区間の慢性的な交通渋滞を緩和するとともに、東名高速へのアクセス性を向上。

・これまでに交通渋滞が著しい市ヶ尾・新石川交差点を立体化（完了）。

・歩道整備や右折レーン等設置により、安全性・快適性を向上。

事業概要

１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

市ヶ尾
立体

新石川
立体

立体部
(H10.3供用)

延長1.0km

歩道整備
（事業中）

延長1.1km

立体部
（H18.3供用）

延長1.1km

歩道整備や右折レーン設置等

右折レーンを設置する交差点（事業中）

至

渋
谷

至

厚
木

市
ヶ
尾

市
が
尾
駅
前

江
田
駅
前

江
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東
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田
団
地
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口
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荏
田
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東
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新
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川

歩道整備
（事業中）

延長0.9km

歩道整備
（H6供用）

延長0.4km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

2

右折レーン整備済の交差点



横浜青葉IC
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51.948 55.541 42.672 30.538 # 21.574 19.5 24.869 20.907 15.467 13.633 11.542 34.024 29.665 34.778 33.44 48.822 53.67 36 30.464 16.6 49.705 37.53 30

51.153 53.784 42.393 29.695 # 21.422 19.5 24.623 19.934 14.189 12.864 11.887 34.784 30.13 34.669 32.09 50.162 57.174 46 37.885 21.3 47.457 38.397 31

54.682 61.267 53.239 41.972 # 27.241 21.9 28.462 23.441 16.725 13.82 12.434 34.64 30.409 34.544 32.45 46.987 56.489 40 32.384 18 49.766 37.63 31

55.408 62.194 55.452 43.147 # 29.451 22.4 29 24.254 17.611 14.835 12.847 34.73 30.048 34.472 31.85 48.293 56.079 39 32.236 18.5 47.153 37.062 31

56.58 64.052 61.05 50.726 # 33.545 24.3 31.79 29.791 22.915 18.181 13.657 34.658 30.425 35.034 33.5 48.755 56.005 40 34.377 21.4 46.196 37.58 31

57.031 64.895 62.052 54.516 # 37.101 26 34.073 36.615 30.943 23.038 15.034 35.846 31.069 35.653 32.78 49.916 56.791 37 29.886 17.8 48.849 38.035 31

56.934 64.724 62.052 55.366 # 37.132 26 34.455 40.389 37.127 27.715 15.639 36.57 31.561 35.884 33.31 48.822 56.34 39 32.033 18 49.056 38.449 31

56.058 63.312 60.48 54.191 # 35.495 25 33.291 36.275 30.121 21.172 13.908 35.003 30.376 34.942 32.65 48.391 55.529 34 29.599 18.5 49.296 38.319 31

56.74 64.302 61.132 54.227 # 34.811 24.7 32.955 32.639 24.484 17.8 13.021 34.427 29.76 34.924 33.71 49.227 56.414 39 31.146 18.7 49.146 37.258 30

56.756 64.302 60.319 52.084 # 33.381 23.8 31.636 30.184 22.735 16.982 13.31 34.498 30.425 34.979 32.96 49.023 56.265 38 29.924 18.4 49.552 38.501 31

56.342 63.639 59.294 48.042 # 30.412 23 30.473 28.043 20.519 15.843 12.91 34.059 30.277 34.942 33.41 48.655 55.895 40 33.171 18.7 49.568 37.73 31

57.67 64.895 61.215 51.886 # 33.231 24.6 32.382 30.475 22.375 16.905 13.327 34.966 30.048 35.201 34.05 48.855 55.748 36 30.204 15.8 49.568 38.554 31

56.52 59.604 62.71 62.087 59.224 57.161 42.8 30.276 42.94 54.626 53.193 38.638 14.229 15.855 17.413 17.246 16.597 25.275 37.12 41 33.173 28.3 47.158 59.688 47

54.733 57.886 62.51 62.632 59.857 56.214 41.4 29.135 41.238 53.388 53.025 38.478 13.602 15.617 17.843 17.471 16.687 25.493 35.41 42 32.549 27.4 44.333 59.378 48

53.142 57.045 61.33 61.729 58.469 55.577 41.6 28.975 40.425 51.48 50.935 38.07 14.283 18.216 22.462 22.86 23.199 38.602 43.37 48 34.209 26.1 44.333 58.971 47

53.072 56.902 61.52 61.64 58.741 55.964 42 28.943 40.746 52.205 51.745 37.167 14.043 15.982 18.403 18.864 18.862 30.237 38.63 43 33.07 27.5 27.189 56.968 46

52.037 56.759 62.11 62.449 59.504 56.358 41.8 28.959 41.418 51.84 51.666 37.117 13.981 16.143 18.836 19.125 18.842 29.471 35.44 41 32.062 27.4 25.85 57.492 46

52.848 57.335 62.01 62.177 59.645 56.502 42.1 29.429 42.179 52.417 51.986 37.366 14.283 17.622 21.304 21.135 21.662 34.976 41.09 44 33.009 26.6 30.179 57.492 46

52.254 56.759 61.62 61.908 59.434 56.178 41.7 29.495 42.205 51.84 51.56 36.592 14.749 18.602 22.875 22.995 24.438 39.853 44.27 47 33.971 27 15.854 56.921 44

51.772 56.299 61.33 61.729 59.016 56.286 41.6 28.832 41.418 51.685 51.799 36.496 13.904 16.217 18.721 19.271 19.777 32.843 41.01 46 33.928 27.5 15.975 56.826 46

52.087 56.334 61.33 61.818 59.155 56.071 41 28.674 40.425 50.824 51.272 36.023 13.311 15.02 17.187 17.514 17.365 27.775 35.5 40 33.4 27.3 22.808 56.314 46

51.396 56.124 61.62 61.908 59.224 56 41.5 28.753 41.162 51.685 51.324 36.556 13.184 14.924 16.388 16.233 15.933 24.994 32.16 37 31.683 26.4 37 57.588 46

49.655 55.812 61.52 61.818 59.016 55.858 40.5 27.707 38.265 50.477 50.05 35.597 13.099 14.236 15.402 15.074 14.069 21.364 27.23 36 31.683 26.7 27.661 57.492 46

48.414 54.238 60.56 61.552 59.224 56.25 40.2 27.191 37.542 50.526 50.325 35.103 13.398 14.771 16.171 14.701 14.599 22.586 31.88 38 33.928 28.4 20.584 58.222 47
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・市ヶ尾、新石川交差点の立体化により交通の円滑化が図られており、東名高速へのアクセス性が向上。
・右折レーン設置済である江田駅東交差点に交通が集中。
・渋滞が発生している区間では死傷事故率が高くなっており、事故類型では追突が約半数を占める。

１．事業の概要
（２）－１ 事業の必要性（国道246号の交通状況）

対象区間の事故類型国道246号の交通状況

都筑青葉地区環境整備 延長 4.5km

至
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谷

至
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木

歩道整備（事業中）
延長1.1km

立体部（H10.3月供用）
延長1.0km

立体部（H18.3月供用）
延長1.1km

歩道整備（事業中）
延長0.9km
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3

死
傷
事
故
率

︵
件/

億
台
キ
ロ
︶

平
均
旅
⾏
速
度

︵km
/h

︶

出典：交通事故データ（H24～H27）

40kmより大
40km以下
30km以下
20km以下
データなし

【旅行速度】

②荏田町交差点付近の渋滞状況

①江田駅東交差点付近の渋滞状況

撮影：平成29年6月

至 厚木

至 渋谷

撮影：平成29年6月

至 厚木

至 渋谷

再評価対象区間

データ：交通事故データ
H24-H27

データ：ＥＴＣ2.0
プローブデータ

（Ｈ28.4～Ｈ29.3）

7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－

7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－

175件
（49.4％）

40件
（11.3％）

57件
（16.1％）

64.件
（18.1％）

6件
（1.7％）

12件
（3.4％）

整備中区間

開通区間

②
①

Ｅ１

江田地区 新石川地区

歩道整備
（Ｈ６供用）

延長0.4km

市ヶ尾地区

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点
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・右折レーン未整備の交差点は、整備済交差点と比較して追突事故が多い。
・歩道整備未完了区間は、完了区間と比較して、歩行者事故が多い。
・右折レーン設置、歩道整備により、安全性・快適性の向上が期待される。

１．事業の概要
（２）－２ 事業の必要性（安全性・快適性の向上）

出典：交通事故データ
（H18～H27）

[件/km･10年]

7.5

14.3

歩道整備未完了区間では

歩行者事故が約1.9倍発生

写真②：新荏田団地入口交差点付近
（自転車と歩行者の交錯状況）出典：交通事故データ

（H18～H27）

写真①：荏田町交差点付近
（右折待ち車両による直進阻害状況）

右折レーンの無い
交差点では、追突事故

が約1.6倍発生

右折レーン有
市ヶ尾（交）

江田駅東（交）
新石川（交）

右折レーン無
上記3つ以外の

交差点

歩道整備

完了区間

歩道整備

未完了区間

13.7件

22.3件

4

都筑青葉地区環境整備 延長 4.5km

歩道整備
（Ｈ６供用）

延長0.4km

歩道整備（事業中）
延長1.1km

[件/1交差点・10年]

撮影：平成29年6月撮影：平成29年6月

至 厚木

至 渋谷

至 厚木

至 渋谷

再評価対象区間

整備中区間

開通区間

至 渋谷

至 厚木

横浜青葉IC

江
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新
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田
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地
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町

荏
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川
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右折レーン有無による
追突事故の発生件数

歩道整備完了・未完了による
歩行者事故の発生件数

立体部（H18.3月供用）
延長1.1km

歩道整備（事業中）
延長0.9km

立体部（H10.3月供用）
延長1.0km

② ①

Ｅ１

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点



（１）事業の経緯

国道246号 都筑青葉地区環境整備 延長 4.5km

凡 例

上段：計画交通量（H42)
下段：H27全国道路・

街路交通情勢調査
（平日24時間）

37,300台/日
－

歩道整備
（Ｈ６供用）
延長0.4km

歩道整備
（事業中）
延長1.1km

立体部
（H10.3月供用）

延長1.0km

立体部
（H18.3月供用）

延長1.1km

歩道整備
（事業中）
延長0.9km

平面図

２．事業の進捗状況

57,100台/日
59,569台/日

53,000台/日
51,355台/日

62,200台/日
－

5

再評価対象区間

昭和39年度 都市計画決定 昭和61年度 工事着手

昭和50年度 市ヶ尾立体部事業化
以降、順次事業化

平成6年度 江田地区歩道整備供用
以降、順次供用

昭和53年度 用地着手 平成17年度 新石川立体部供用により、立体部事業が完了

昭和5４年度 都市計画変更

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

整備中区間

開通区間

Ｅ１

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点



・当該事業の用地取得率は85％（平成29年３月末、面積ベース）
・引き続き、用地取得が進んでいる市ヶ尾地区で、用地及び工事を推進。

都筑青葉地区環境整備 延長 ４.５km

歩道整備
（Ｈ６供用）
延長0.4km

歩道整備
(事業中)
延長1.1km

立体部
（H10.3月供用）

延長1.0km

立体部
（H18.3月供用）

延長1.1km

歩道整備
(事業中)
延長0.9km

工事

用地

工事

用地

前回
評価時

H26

今回
評価時

H29

用地進捗率
84.0％
（全体）

用地進捗率
85.0％
（全体）

未着手工事中・用地取得中完成済

２．事業の進捗状況
（２）残事業の概要

■前回再評価時

■今回評価時

6

再評価対象区間

撮影：平成26年6月

撮影：平成29年8月

整備中区間

開通区間

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点



：平成26年度

：供用後50年間

：平成17年度道路交通センサス

：平成42年度

：37,300～62,200（台/日）

：約550億円

：約1,119億円(約3,001億円※)

：約856億円（約562億円※）

：１．３

１）計算条件

・基準年次

・分析対象期間

・基礎データ

・交通量の推計時点

・計画交通量

・事業費

・総便益（Ｂ）

・総費用（Ｃ）

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）

■総便益(B)

■総費用(C)

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについ
て推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上。

※基準年次における現在価値化前を示す。

３．事業の評価

7

※費用対効果分析に係わる項目は平成26年度評価時点



２）事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注２）費用便益費算定上設定した完成年度は平成31年度である。

注３）費用及び便益額は整数止めとする。

注4）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注5）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）1,058億円 34億円 27億円 1,119億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

１．３
847億円 9億円 856億円

３）残事業

残事業のうち、費用便益計算の対象となる３便益は生じないため試算しない。
（参考）残事業費 40億円（歩道整備ほか）

３．事業の評価

8

注：費用対効果分析に係る項目は平成26年度評価時点



３．事業の評価

9

別添様式

チェック欄

■

■

■

■

■

■

■

以上より、費用対効果分析を実施しないものとする。

直近3カ年の事業費の平均に対する分析費用1%以上

（イ）費用対効果分析を実施することが効率的でないと判断できる場合

・事業規模に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
判断根拠例［直近３カ年の事業費の平均に対する分析費用１％以
上］
または、前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値を上
回っている。

■

前回評価で費用対効果分析を実施している

２．需要量等の変更がない

判断根拠例［需要量等の減少が１０％※以内］
需要量の変化はない

３．事業費の変化

判断根拠例［事 業 費の増加が１０％※以内］
事業費に変更はない

４．事業展開の変化

判断根拠例［事業期間の延長が１０％※以内］
前回評価時の事業期間45年（S50～H31）に対して8.9％（4年）の延長であり、10％以内である

外的要因

・事業を巡る社会経済情勢の変化がない
判断根拠例〔地元情勢等の変化がない〕

地元情勢等の変化がない

内的要因＜費用便益分析関係＞
※ただし、有識者等の意見に基づいて、感度分析の変動幅が別に設定されている場合には、その値を使用することができる。
注）なお、下記2.～4.について各項目が目安の範囲内であっても、複数の要因の変化によって、基準値を下回ることが想定される場合には、費用対効果分析を実施する。

１．費用便益分析マニュアルの変更がない
判断根拠例［B／Cの算定方法に変更がない］

B／Cの算定方法に変更がない

項  目
判定

判断根拠

（ア）前回評価時において実施した費用対効果分析の要因に変化が見られない場合

事業目的

・事業目的に変更がない 事業目的に変更はない

費用対効果分析実施判定票

年　度：　　　平成２９年度 事 　業 　名：　　　一般国道２４６号　都筑青葉地区環境整備

担当課：　　　計画課 担当課長名：　　　今村　忠彦

※各事業において全ての項目に該当する場合には、費用対効果分析を実施しないことができる。

前回評価時の事業期間45年（S50～H31）に対して8.8％（4年）の延長であり、10%以内である



S39 S50 H29

都市計

画決定
事業化

用地

工事

用地

工事

用地

工事 　

用地

工事

用地

工事

H元　　～　　H28S51　　～　　S63 H30年代以降

江田
地区

歩道整備
（供用）

市ヶ尾
地区

立体部
（供用）

歩道整備
（事業中）

年度

事業着手

調査・設計

新石川
地区

立体部
（供用）

歩道整備
（事業中）

H18
供用

H6
供用

H19
右折レーン延伸

H10
供用

H17
完了

H9
着手

H1
着手
H1

着手

H5
完了

S53
着手

S61
着手

S60
完了

S54
着手

H11
着手

H10
着手

H17
着手

・整備効果の高い交差点部の歩道整備及び立体化を先行して事業推進し、死傷事故数の低減や渋滞

が緩和するなどの整備効果が発現。

・当該事業の用地取得率は85％（平成29年度3月末、面積ベース）。

・引き続き、用地取得が進んでいる市ヶ尾地区で、用地及び工事を推進。

４．事業の見込み等

10

整備中区間

開通区間

現在

都筑青葉地区環境整備 延長 4.5km

歩道整備（Ｈ６供用）

延長0.4km
歩道整備
延長1.1km

立体部（H10.3月供用）
延長1.0km

立体部（H18.3月供用）
延長1.1km

歩道整備
延長0.9km

再評価対象区間

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区



（１）横浜市からの意見

（横浜市長からの意見）

江田駅付近の渋滞対策や、歩道整備・右折レーンなどは、地元からの期待が非常に大きいため、残事

業区間についても事業進捗率の高い箇所から集中的に整備を進めるなど効率的な事業展開を図り、事

業効果の早期発現をお願いします。

５．関連自治体等の意見
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・市ヶ尾、新石川交差点の立体化により交通の円滑化が図られ、東名高速へのアクセス性が向上。

・右折レーン未整備の交差点、歩道整備未完了区間では、追突事故、歩行者事故が発生。

・未整備区間（歩道整備）については、人やクルマの円滑で安全な移動等を確保する観点から歩道整備や右折
レーン設置等、沿道環境及び交通安全対策を実施していく必要がある。

・費用対効果（B／C)は1.3

・用地取得率は約85％（新石川地区18％、市ヶ尾地区99％）。

・市ヶ尾地区の未取得箇所について、引き続き、交渉を進める。

・今後も、地元の意見を踏まえて、事業進捗率の高い市ヶ尾地区の歩道整備を先行完了させ、新石川地区につい
ても計画的に用地取得を進める。

・事業継続とする。
・都筑青葉地区環境整備の未整備区間（歩道整備）については、人やクルマの円滑で安全な移動等を確保する観
点から歩道整備や右折レーン設置等、沿道環境及び交通安全対策を実施していく必要がある。

６．今後の対応方針（原案）
（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業進捗の見込みの視点

（３）対応方針（原案）
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